
101占 長崎医学会雑誌第28巻第9号1016-1019頁

アノフエレスの分布性に關する考察

長崎大学風土病研究所衛生動物学研究室

大森南三郎

轟　　　　　音

泰国のバンプラドックはバン.コックの西方

にある小都市であるが･こ_0附近-'西北方

ビルマとの国境山脚ゝらケ~ォバイ河が寵れて

来る.著者は昭和17年チ2月革から18年月初句

にかけて約40日間このケオバイ河沿岸地帯

(バ･ンプラドツタ.から約50粁の間)甲マラl)了

調査をなしたが,その際に部落又は人家から

数粁又は拾数粁も隔れて,原生林円に通じた

古い道路に滑って,了ノフェレスの幼虫を採

集する機会を得た.従蘇アバフェレスの調査

調　査　の

バンプラドックは蕃の中央平野の西端にあって,

こゝから次第に標高ほ増してビルマとの国境山月別こ

移行Lているから,著者の調査Lた地域ほ所謂山脚

地帯である.ケオ′イ河は両岸緩慢斜或は段帽をな

Lた谷間を流れて此の地方の唯一の行通路となって

いて,雨期は勿論,乾鰻期でも途中迄小発動汽船が

上下している.部落ほ従ってケオバイ河畔に散在L

て居b,河上には所々に竹の筏に作られた水上家屋

があって旅舎を兼ねた茶屋の役目をしている.両岸

の斜面にほ湧水,渓流があり.平坦地には僅かの水

田或は薩地帯がある.叉ケオバイの広い河床には乾

燥期に各種の水域ができて,地形が複雑であるため

に,.発生するアバブエレスの種類が非常に多い土地

である｡湧水,演流,河床の/l1流には　min王mus,

fluviatilis, culicifacies? aconitus等のMyzomyia群

のものや　maculatus　等の所謂山脚性マラリアを原

因する悪性度の高いアバフエレスが多発して居る'

水軌　湿地帯等には著者の所謂湿原性マラリアを原

因する　b乱rbiroslrisj hyrcanus, annularis　等が多発

する.其他マラリアの流行には殆んど或は全く関係

のない幾多のアバフエレス贋も夫々特有な水域に発

は7+ラ.)ア流行地域或は流行時に行われてい

■バるのが常であって,人跡稀な原生林地帯での

調査の報告は見当らない.そこで著者は'こ

の地帯P了!フェレスの撰集成績からその分

布性に就いて述ぺたいと思う由であるが,当

時の調査簿料や模本矧ま殆4/ど未審理のま1

台湾に残して,弓t揚げて釆たので,地名r_-封也正

確を期し難い点が多々ある事を前l:4て御断少

して置きたい.

概　況

生している.

この地方の気候畔5-10月が雨期で11-4月が

乾燥期である関係から,多くのアバブエレスほ雨期

から乾燥期への移行期に大発生をなし'雨期の初期

にも/Jl発生をなす.従ってマラ1)アは12-1月頃大

流行を起し　6-7一　月頃には年と所に依って/ll

流行を起す.

以上の様な調査をなした途中に,ケオバイ河畔か

ら遠く隔れた(併L大体に放てこれと平行した〕古

い道路に沿って,約一週間幼虫の調査をする摸会を

得た｡この道路はケオバイ河の左岸の原生林中を走

っていて附近にほ部落も人家も全くなく,往時泰が

ビルマと戦争をするた捌こ作られたとか云うことを

聞いたが,ともかく古くから全く利用されていない

もので,第二次大戦中,道路開発隊が補修拡張Lて

トラックが辛うじて途中迄通ずるようになっていた.

地形の関係で総ての水流は東北方からケオバイ河谷

の方向に流れるために必ずこの道路を横切ることに

なるが.調査当時の1月中｡下旬は乾燥期に入って

約2ケ月半の後であるから多くの湿地や/lリIlほ乾燥

洞野して嘩かの流れが見られたのみであったが,或
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嘘合にほジャングル内からジャングル内に流れ込ん　　めた.次に2. 3の調査例について幼虫の発生輯況

で調査不純なものもあった.併L可能な場合には必　　を述べる.

ず流れの上流,下流を探ね,水源を確めることに努

アバ7エレス幼虫の採集成揖及び分布性に関する考察

A地点は,最も近い部落から約6粁の地点

に奉ったが,こ｣に幅2米,探さ1米位の清

水が勢よく流れて居中,川辺を伐関して約80

0米の上流迄進んだところ,驚いた事にはこ

の川は山琴の岩石の聞から突然湧出してン.ち

事が分った.この800米の問,河床は贋く,

狭くI深く,浅くジャングルの中を流れてい

るが,殆んど~日光の通過しない筒所からは

aitkeni, insulaeflorum, barbumbrosus　等の

人類からは吸血しない種顎の7バフェレスが

採集でき,道路を横切る地点及び森が僅かに
ヽ

開けて日光のよく通る僅かの浅瀬には水棲植

物が繁って,こ｣には　minimusの幼虫が発

草している事を発見Lた.その個体類は少な

かったが各令期の幼虫が同時に採集し得た事

は特記すべきことである.

B地点は部落(数軒)から5粁以上の所に

あり,購い湿地がすつかり乾燥して僅かに一

条の細い流となっていて河床の泥は未だ固ま

らすに湿っていたが,その上には大小様々な

動物の足跡がはつきりと割印きれていた･こ

こを300米程入った森の中に水源の湧水があ

り周囲の森が僅かに閃けていて,日光の宣射

を受けて水棲植物がよく繁り一見, minimus,

maculatusの発生を思わせる水域であったが,

果して両種共多数に,而も各令期の幼虫が発

見された.

C地点は部落から約5粁はなれた道路側の

40x 15米任の大塊出地であって周囲の疎林を

通して多少日光の照射を受ける水面に繁殖し

た藻の上には多数のbarbirostris及びhyrca一

叩Sを発見した.

D地点は人家(数軒)から12粁以上はなれ

た肝であるが土地棺低く,,附近数粁の間には

小川が教条あり'湧水に起因する小流や,醍

燥して河床の凹地だけに水槽を生じてい畠小

川等があつ挺.阿近一帯は疎林卑は竹林喝帯

であ?て日光の通過する程度も場所に依って

色々であったが　minimus, maculatus, barb-

irostris, hyrcanus, annularis, aitkeni, insulae-
●　　　　　●

florum, barbumbrosus其他教範の7バフェレ

スを夫々特有な発生条件の下で採集する事が

出来た.

E地点は以上の道路とは関係のない場所で

部落から11粁,その途中の,三ケ月前に移住

した道路開発隊の宿営地からは6粁の地点で'

密林を伐開Lて道路を作っていた最前線であ

った.この人跡未到の密林内を流れる岩と砂

とからなる河床.の小流に　ma⊂ulatus　の幼虫

を発見した.勿論幼虫を発見した部分だけは

よく日光の通る帝であった.

以上の採集結果から,湧泉又は渓流の一部

が直射日光を受けて水棲植物が繋]) minimus

や　maculatus　の好適発生条件郡備わってい
＼_

ると尽われる所には'この嘩方で最も悪性度

の高Llこれ等の了バフェレスが発生しており,

比較的虞い水域には適当な日光の照射の下で

barbirostris, hyrcanus, annularis等の悪性度

の比較的低い,湿敵性フバブェレス類が発生

し,殆んど日光の通らない水域には人血を吸

わない,従って人類のマラ1)了とは関係のな

い了バフェレス莞細雪発生している事が明らか

となったのであるが,夫々の採集地点が部落

又は人家から5粁乃至12粁以上も隔れていて,

而も多くの場合に,各令期の幼虫が同時に･発

見された事は'∴発生地附近で吸血と産卵が繰

返されている事を暗示するものであり,これ

らの水域の問辺部の次第忙乾燥して行く湿っ

た泥土には,あらゆる野獣の足跡が刻印され

ていた事は,これ等の動物が水を求めて,乾

燥期に最後に残された湧出水に夜間集まって

釆て,その水域から発生した成虫の吸血源と

なって~いるものと推察された.

韓にこの鞄方で帝も悪牲なA.minimus督
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例として,了バフェレス類の分布性に就て考

察を試みたい｡ minimusは動物地理的分布の

上からは,主として印度魔笛及びビルマ支那

亜置F=･贋く分布して'山脚地帯に湧出又は湊

出する而も日光を受ける清水に多発して所謂

山脚性マラl)了を原因する種類であるが,著

者の調査の結果からすれぼ,こ叶らの亜直内

では,発生に好適な条件さえ備わバjて居れぼ.

人的吸血源の全く得られない所にも既に分布

しているものと推断することが出来る.勿論

発生場所の贋扶或は適否,更には吸血源に対

する噂酔性の程度に依って発生する個体数が

極めて少い場合もあっても,兎も角人類の分

布とは無関係にアバフェレスは分布している

ものと推測できる,併し乍らこの場合にアノ

フェレスが極めて長距離を飛押して,そこで

産卵したのではないかと云う疑義も起ってく

ち.実際にAdamき〔1940)は北部ロデシアで色

素を着けたA.funestusを,放った所から7.2

粁の地点で回集しているし, Kligler (1930)

はパレスタ.インでの調査の結果から,アノフェ

レスが大東生した後Ft･にま少なく共3.5粁は飛

期するし, A. elutusの越年前の分散時には

6-12粁も飛んで,そこで時期外れのマラl)

了流行を一時的に引起したと云う例を報告し

てい.ち.併し著者はこの尿義に対しては,吹

の様な見解を持っている,即ち西部寮の気候

から考えれぼ,成虫が越年のために長足巨離の

分散をする必要性は考えられず,文一般忙は,

-粁の防過半径を以七対蚊族的防過を実施す

絶

昭和17年12月末から18年2月初旬にかけて

春国の西北方の春画鉄道敷設予定地沿線のマ

ラ1) 7防過の指導を行った際忙,部落或は人

家から遠く隔れて原生林内に通じている古い

道路を数日間通る機会を得た.叉,人跡未別

の原生林を相関して道路を開発している最前

線の視察をLたが,これらの際に,部落又は

人家から数粁乃至十数粁も隔れた原生林内に

Anopheles minimus, A. maculatus等の人類

のi7ラl)了と寓環な国債の奉る悪性度の高い

れぼ,その中心地のマラ1)了は大体に於て撲

滅できる事は常識的な事実である.従って了･

バフェレスの活動半径即ち吸血と産卵とを繰

返す範固も種類に伐って異なるが,普通1粁,

高々2粁,極端な場合でも3粁任ttされてい

ち.従って著者が発見した例の様に人的吸血

源から5粁も10粁もはなれた水域で殆.Aバど常

に各令期の幼虫が同時に採集出奔た事は,早

の場群が,それ等の桂現の種族保存上必要に

して充分な最少限度の条件即ち,成虫の吸血

源と幼虫の発生条件とを具備していたものと

考えねぼならない.この様な見地から著者は,

少なくとも本調査をなした地方では,了バフェ

レスは人類の分布とは無関係に既に分布して

いるものであると推断したいのである..Eの

事はマラ1)了防過上極めて重要な意味のある

事であつ七,例えばminimus　の動物地理学

的な分布範囲内では,そこに本種の好適な発

生条件の備わった水域があれば,在寮そこが

全くの人跡未到の処女地であって人的吸血漉

からは遠くはなれていても,でラl)ア原虫保

有者を伴った集団がそこへ移住する場合忙は,

必ず,早晩マラワァの流行が勃発するものと

考えられるのである.従ってマラl)了予防の

立場からすれぼ,南方の熱帯,亜熱帯地の如

何なる土地に於てもそこで発見L得る亜性魔

の高い稔べての了ノフェレス類の可能な発生

地に対Lて,事前に適切な処置を講する事を

.怠ってはならないのである.

括

了ノフェレスが発生している事某を知り得たe

即号,ジャングル内で,湧水或は渓流の週辺

が僅かに閃けて直射日光を受け,これらの了

バフェレス類の発生に必要と思われる条件の

備わった水域では,僅少個体ではあるが幼虫

の発生が認められる｡而も興味のあることに

は,各令期の幼虫が採集でき,雌成虫の産卵

活動が繰返されていることを思わしめる.早

の他人類のマラ1)アと多少関係のある或は全

く国債のない幾多の了バフ羊レス閤も未未博
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有な発生水域に発生していることを確めた.

以上の事実から著者は,少なくとも本調査を

なした地方ではアバフ占レス撰は人類の分布
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